
 黒崎中学校区の１年を通しての最大イベン

ト「黒崎中学校区ふれあい人権フェスティバ

ル」が今年で８回目を迎えました。地域のふれ

あいをとおして“人権を守ること”の大切さに

ついて考え、より人権意識の普及高揚を図る場

になるようにと開催されています。 

 

 

 

 毎年６月に人権の花と

して「サルビア」を地域の

保育園児、幼稚園児と一緒

に、公民館の花壇に植え付

けています。きれいな花が

咲くように、気持ちをこめ

て植えました。 

黒崎中学校区の小・中学生によ

る人権作品を中心に、地域の福

祉施設や知的・発達障がいをも

つ親の会「なぎさの会」の作品

展示、人権学習推進事業で取り

組んでいる様々な活動につい

ても紹介しています。 

ネパールからの報告「ナマス

テ！いまヒマラヤで何が？」

と題して行われた講演は、日

本との違いを改めて感じる

有意義なお話でした。 

【オープニングセレモニー】 

敬愛幼稚園の子どもたちが合

唱や合奏を披露した後、代表者

がくす玉を割りました。 

また、地域の愛育委員会によるミニ健康展や沙美消費生活学級によるたこ焼

きの販売、公民館講座・グループ生による舞台発表等も行いました。 
黒崎中学校区は、人口が少なく高齢化率も高い地域ですが、人権について意

識を高める特別な催しとなるように、推進委員、事務局員共々頑張っています。


